
平成２２年度 第 1 回 ＣＣＣ教育学グループ運営委員会 議事概要 
 
Ⅰ.日 時：平成２２年６月２８日（月）16：00～18：00 

Ⅱ.会 場： 私立大学情報教育協会事務局会議室 

Ⅲ.出席者：難波委員、三尾委員、竹熊委員  

     事務局：井端事務局長、森下主幹、渡邉職員 

Ⅳ.議事概要 

１ 事務局より今年度の委員会のミッションについて説明があった。 

・完成させるイメージとしては、２００６年度「ファカルティディベロップメントと IT 活用」である。 

・今年度から、「情報教育」については、別途専門委員会ができた。 
・「学士力」教育学の領域において ICT を到達目標もしくはコアカリキュラムの中で活用すると、学士

力の達成に効果的であるかを中心に議論する。 
 
２ 協議１「ICT 活用の事例」 
１．事例の報告 
(1).事例１：初年次学生において、前期科目の課題としてネットでの議論もできている。同時に、ネッ

ト上に予習課題の提示と学生がまとめをレポートすることができている。 
(2).事例２：学士力３のために、今、話題となっている報告や事件について、大学教員は TV で放送さ

れている映像を記録し授業で活用するなど、常に担当する授業の内容に関する状況に関心もち、それ

を授業で活用するに必要な ICT 活用につとめるべきである。 
(3).事例３：ICT 活用できる環境であるからこそ、授業の教科書を読んできていることを前提に、授業

中に学生が集っていること、予習のレベルも多様であることをふまえたグループの活動とその課題を

課している。その課題は、グループのリーダが自主的に提案し、グループ内での議論をフォーラムで

進行する。その議論はほかのグループの学生もみることができる。効果としては、有効である。この

際、リーダの指示の出し方について教員がその適切性について指導をする。 
２．意見交換 

・事例３について、到達目標１にとっての ICT 活用として有益である。 
・従来の講演型の授業だけではなく、ICT 特にネットを活用して、予習・復習の実質化と、学生間

の議論の場を運用し、授業時間外の議論を促し、適宜、講義中に、フォーラムの画面を提示して、

授業の教材として活用することが有効であろう。 
・事例 a:学生のリテラシーとして、レポート作成能力の育成にためには、学期１度の機会では不十

分であり、ネット活用による文章作成の機会増にもつながる。 
・事例 b：１、２年生の講義において、単位の実質化という文科省指導に従って、予習を課すこと

を実施している。 
・「教育学」を学ぶ学生として、「他者と学び合う、助け合う」学習体験をより多く積ませることが

必要である。そのために、授業時間内の活動時間の捻出やネット上の協同作業などを積極的に設

定することが望ましいのではないか。 
・商品名などの用語については、各部会の議論が終わってから、全体として共通化してもらうこと

とした。 
２ 協議２ 教育学教育における情報教育（中間まとめ）について、外部委員からのコメントについて 
・“また、プレゼンテーションについは学生相互の評価活用も効果があるであろう”、付記として情報

教育の立場から「信憑性」を強調する意見などについて、考慮して、本部会として、検討を進める

こととした。 


